
Ｊ　Ｔ　Ｂ

国
内
商
品
事
業
本
部
を
分
社
化

新
会
社「
国
内
旅
行
企
画
」を
設
立

価
値
あ
る
旅
行
の
創
造
へ
改
革

宿
泊
施
設
で
の
ネ
ッ
ト
接
続
環
境

「
重
視
す
る
」６
割

速達の列車名
「かがやき」

北陸新幹線

豊かな観光資源で着地型旅行を
青
森
県
支
部

③

８月分

総
取
扱
額
は

億
円
に

前
年
同
月
比
で

％
の
プ
ラ
ス

（３） 第２７２４号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１０月１９日（土曜日）

折舘公彌さん

　

支
部
の
近
況
は
。

　
青
森
県
は
世
界
文
化
遺
産

「
白
神
山
地
」な
ど
の
自
然
、

「
縄
文
遺
跡
群
」
の
歴
史
、

青
森
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
な
ど

の
お
祭
り
、
太
宰
治
や
棟
方

志
功
な
ど
の
文
学
・
芸
術
、

大
間
の
マ
グ
ロ
や
青
森
リ
ン

ゴ
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
活
用
し
て
着
地
型
旅
行
を

企
画
し
、
県
と
と
も
に
観
光

活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
注
力
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
２
０
１
０
年

月
の
東
北

新
幹
線
全
線
開
業
で
首
都
圏

と
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
は

津
軽
、
南
部
、
下
北
と
範
囲

が
広
く
、
各
地
の
良
さ
を
ま

と
め
て
示
せ
る
企
画
作
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

年
度
に

は
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
開

業
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
を
機

に
青
森
と
北
海
道
と
の
観
光

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
全
県
的
に
ま
と
ま
っ
た

企
画
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、

県
と
観
光
戦
略
会
議
を
開
催

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
の
恵
ま
れ
た
観
光

資
源
を
生
か
し
た
旅
行
や
高

齢
者
向
け
の
き
め
細
か
な
旅

行
、
個
性
的
な
旅
行
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。

　

青
森
第
一
旅
行
（
青

森
市
）
の
取
り
組
み
は
。

　
日
本
で
の
原
子
力
の
安
全

性
研
究
の
中
心
地
と
し
て
発

展
し
て
い
る
六
ケ
所
村
に
も

営
業
所
を
設
置
し
、
外
国
の

研
究
者
や
学
生
の
視
察
旅
行

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
着
地

型
旅
行
を
企
画
し
て
、
ね
ぶ

た
祭
り
や
津
軽
三
味
線
な
ど

の
郷
土
芸
能
の
活
性
化
に
も

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「

世
紀
の
学
術
と
文
化

は
六
ケ
所
村
か
ら
」
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

「
出
世
の
街
」
浜
松

駄
菓
子
で
ア
ピ
ー
ル

Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
な
ど

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
は
、浜
松
市
、

三
立
製
菓
（
浜
松
市
）
と
連

携
し
、「
出
世
の
街
、浜
松
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
駄
菓
子

「
チ
ョ
コ
バ
ッ
ト
出
世
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
を
企
画
。
浜
松
市

の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
人
に

無
料
で
提
供
し
て
い
る
。

　

月
か
ら
の
静
岡
・
山
梨

・
神
奈
川
（
横
浜
エ
リ
ア
を

除
く
）
対
象
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
日
本
の
旬
　
富
士
の
く

に
」
の
一
環
。
徳
川
家
康
や

カ
ワ
イ
、
ホ
ン
ダ
の
企
業
家

な
ど
を
輩
出
し
た
浜
松
は

「
出
世
に
ゆ
か
り
の
深
い
土

地
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
１
９
６
４
年
に
発
売
の
チ

ョ
コ
バ
ッ
ト
は
、
バ
ッ
ト
に

見
立
て
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ

プ
の
パ
ン
生
地
に
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ

た
駄
菓
子
。
「
部
長
」
の
当

た
り
で
も
う
１
本
、「
社
長
」

で
５
千
円
分
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
国
内
旅
行
で

価
値
あ
る
商
品
を
創
造
し
、

提
案
す
る
旅
行
会
社
を
目
指

し
て
、
国
内
商
品
事
業
本
部

を
分
社
化
。
国
内
旅
行
に
関

す
る
仕
入
れ
、
商
品
企
画
、

商
品
造
成
を
目
的
と
す
る
新

会
社
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企

画
」
を
設
立
す
る
。
運
営
開

始
は
来
年
４
月
１
日
。
企
画

性
あ
る
商
品
を
造
成
す
る
た

め
、
買
い
取
り
や
販
売
保
証

な
ど
リ
ス
ク
を
負
っ
た
仕
入

れ
の
確
立
も
図
る
。

　
新
会
社
は
、
宿
泊
施
設
、

交
通
機
関
、
土
産
物
・
観
光

施
設
な
ど
の
仕
入
れ
、
個
人

向
け「
エ
ー
ス
」、団
体
・
グ
ル

ー
プ
向
け
「
Ａ
ユ
ニ
ッ
ト
」

の
募
集
型
企
画
旅
行
の
商
品

企
画
、
造
成
を
手
掛
け
る
。

　

年
度
の
売
上
目
標
は
約

３
千
億
円
。
社
員
数
は
約
千

人
。
グ
ル
ー
プ
内
で
最
大
規

模
の
会
社
と
な
り
、
社
長
に

は
常
務
ク
ラ
ス
を
あ
て
る
と

見
ら
れ
る
。

年
度
に
は
５

千
億
円
の
売
上
高
を
目
指

す
。

　

日
に
行
わ
れ
た
記
者
発

表
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田
川
博
己
社

長
は
「
既
存
の
も
の
だ
け
を

売
っ
て
い
れ
ば
安
売
り
競
争

に
な
っ
て
し
ま
う
。
新
し
い

価
値
を
見
つ
け
る
作
業
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旅
行

会
社
の
メ
ー
カ
ー
機
能
を
再

構
築
す
る
た
め
の
挑
戦
だ
」

と
強
調
。
地
域
活
性
に
取
り

組
む
ま
ち
を
訪
れ
る
旅
行
商

品「
地
恵（
ち
え
）の
た
び
」

や
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

「
杜
の
賑
い
」
な
ど
、
魅
力

あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
独
自
の
企
画
を

拡
充
す
る
考
え
だ
。

　
価
値
の
高
い
旅
行
作
り
に

向
け
た
仕
入
れ
に
は
、
Ｍ
Ｄ

（
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン

グ
）
機
能
の
強
化
の
ほ
か
、

買
い
取
り
な
ど
リ
ス
ク
を
負

う
こ
と
が
課
題
に
な
る
と
田

川
社
長
。「
新
会
社
の
中
で
背

水
の
陣
で
実
現
す
る
。
本
当

に
い
い
も
の
が
売
れ
な
い
の

で
は
困
る
。
旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ

ん
も
リ
ス
ク
を
負
う
覚
悟
を

も
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　
宿
泊
施
設
を
選
ぶ
と
き
に

６
割
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
接
続
環
境
を
重
視
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所

が
、
旅
行
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
に
関
す
る
調
査
を


日
に
発
表
し
示
し
た
。

　
宿
泊
施
設
で
の
ネ
ッ
ト
の

接
続
環
境
を
「
重
視
す
る
」

は

・
６
％
で
、
「
重
視
し

な
い
」
・
４
％
を
上
回
る
。

重
視
す
る
の
は
「
無
料
で
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
つ
な
が
る
こ

と
」
・
９
％
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
自
分
の
部
屋
で
　

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
つ
な
が
る
こ

と
」

・
７
％
だ
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
の
接
続
環
境
に
つ

い
て
女
性
は
男
性
ほ
ど
重
視

し
て
い
な
い
。
「
女
性
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
友
人
な
ど
小
グ

ル
ー
プ
で
旅
行
を
す
る
場
合

が
多
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
よ
り
同
行
者

と
の
時
間
を
楽
し
む
傾
向
が

あ
る
の
か
も
」と
同
研
究
所
。

　
ひ
と
り
旅
の
場
合
に
は
、

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
重
要
性

が
増
し
、
・
２
％
の
割
合
。

「
ス
マ
ホ
で
写
真
や
動
画
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
快
適
に
楽
し

ん
だ
り
、
友
達
と
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
シ
ェ
ア
す
る
に
は
安

定
し
た
速
度
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

の
使
い
勝
手
が
重
視
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」（
同
）。

　
旅
行
中
に
ス
マ
ホ
で
調
べ

る
こ
と
は
、
「
昼
食
を
食
べ

る
場
所
」
・
３
％
が
最
多
。

「
交
通
手
段
」

・
８
％
や

「
夕
飯
を
食
べ
る
場
所
」


・
３
％
な
ど
も
比
較
的
多

い
。
一
方
、
宿
泊
施
設
や
温

泉
な
ど
に
関
し
て
は
、
旅
行

前
の
情
報
収
集
が
中
心
で
、

旅
行
中
は
あ
ま
り
検
索
さ
れ

な
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
こ
の
ほ
ど
、

年
度
末

の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に

合
わ
せ
て
運
転
を
開
始
す

る
、
新
し
い
新
幹
線
の
列
車

名
を
発
表
し
た
。
東
京
―
金

沢
駅
間
直
通
列
車
（
速
達
タ

イ
プ
）
は
「
か
が
や
き
」
。

　
新
し
い
列
車
名
を
５
月


日
か
ら
６
月

日
ま
で
公
募

し
て
い
た
。
か
が
や
き
の
選

定
理
由
は
、
輝
く
光
が
ス
ピ

ー
ド
感
と
明
る
く
伸
び
て
い

く
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

た
め
。

　
東
京
―
金
沢
駅
間
直
通
列

車
（
停
車
タ
イ
プ
）
は
「
は

く
た
か
」
。
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
り
首
都
圏
と
北
陸
を
つ
な

ぐ
列
車
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
。

　
富
山
―
金
沢
駅
間
運
転
列

車
（
シ
ャ
ト
ル
タ
イ
プ
）
は

「
つ
る
ぎ
」
。
選
定
理
由
は

か
つ
て
北
陸
～
関
西
を
結
ん

だ
列
車
と
し
て
な
じ
み
深
い

た
め
。

　
東
京
―
長
野
駅
間
運
転
列

車（
現
長
野
新
幹
線
タ
イ
プ
）

は
「
あ
さ
ま
」
。
長
野
へ
の

新
幹
線
と
し
て
親
し
み
や
す

く
分
か
り
や
す
い
た
め
。

　
応
募
総
数
は

万
４
９
３

１
件
。
１
万
１
６
７
２
種
類

の
列
車
名
の
応
募
が
あ
っ

た
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
８
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
（
速

報
）
は
、
総
取

扱
額
７
２
７
７

億
３
０
２
２
万

円
で
、
前
年
同

月
比
２
・
８
％

増
。
４
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
国
内

旅
行
が
前
年
同
月
比
７
・
１

％
増
の
４
６
４
７
億
４
８
２

５
万
円
、
海
外
旅
行
が
同
４

・
３
％
減
の
２
５
７
２
億
８

４
４
７
万
円
、
外
国
人
旅
行

が
同

・
１
％
増
の

億
９

７
５
１
万
円
だ
っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行
は


社
中

社
が
プ
ラ
ス
だ
っ

た
。
各
分
野
で
前
月
よ
り
、

前
年
同
月
を
超
え
た
事
業
者

が
多
か
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
３
・
８

％
増
の
２
４
０
６
億
８
７
６

９
万
円
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
６
・
２
％
増
の
１
３

７
１
億
６
４
９
９
万
円
、
海

外
旅
行
が
同
０
・
７
％
増
の

１
０
３
２
億
２
２
３
１
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

５
％
増
の
３
億

万
円
だ
っ

た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
、
前
年
同
月
比
０

・
９
％
増
の
５
２
５
万
６
０

１
９
人
だ
っ
た
。
前
月
比
で

１
６
４
万
６
９

１
３
人
増
加
し

た
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
１
・
９

％
増
の
４
７
７

万
８
５
１
０
万
人
、
海
外
旅

行
は
８
・
９
％
減
の

万
２

７
８
６
人
、
外
国
人
旅
行
は


・
５
％
増
の
１
万
４
７
２

３
人
だ
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
シ
ン
ポ


月
１
日
に
開
催

関
経
連
な
ど

　
関
西
経
済
連
合
会
と
大
阪

港
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
推
進

会
議
、
神
戸
市
客
船
誘
致
協

議
会
は

月
１
日
、
大
阪
市

の
大
阪
商
工
会
議
所
で
、
関

西
ク
ル
ー
ズ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
。

　
テ
ー
マ
は
「
関
西
の
ク
ル

ー
ズ
産
業
の
経
済
波
及
効
果

と
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
拡
大
」
。

　
国
土
交
通
省
の
高
田
昌
行

産
業
港
湾
課
長
や
カ
ー
ニ
バ

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
児
島
得
正
営

業
部
長
が
基
調
講
演
し
、
ク

ル
ー
ズ
振
興
に
向
け
た
政
府

の
取
り
組
み
や
関
西
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
。

　
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
討
論
が

行
わ
れ
、
大
阪
府
立
大
の
池

田
良
穂
工
学
部
長
や
児
島

氏
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
の
佐
藤

浩
営
業
担
当
部
長
ら
が
持
論

を
述
べ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
関
経
連
地

域
連
携
部
☎
０
６
（
６
４
４

１
）
０
１
０
７
。


